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光コムを用いた応用の中でも、2つの光コムを用いたデュアルコム分光法は、高速・高精

度・高分解能な分光法として注目されている。しかし、デュアルコム分光法においては、2台の

光コムの高精度同期のために、大掛かりな制御系が必要であることが実用上の課題となってい

た。これに対し、我々のグループでは、一体のレーザーシステムから 2つの受動的に安定な光コ

ムを同時発生可能なデュアルコムファイバレーザーを開発してきた[1-3]。一方、デュアルコム分

光法では、高繰り返しの光コムを用いることで、測定可能帯域の広帯域化やデッドタイムの低減

化、SN比の向上が可能である。しかし、高品位なモード同期実現のためには共振器分散調整が

重要であるが、広く用いられている全ファイバ共振器を用いたファイバコムにおいては物理的制

限から低雑音化と高繰り返し化の両立には課題がある。本研究では、低雑音かつ短尺化の比較的

容易な非線形増幅ループミラー(NALM)モード同期機構を採用するとともに、2台の光コムで空

間部を機械的に共有することで、高繰り返し 100-MHzの全偏波保持機械共有型 NALM モード同

期デュアルコムファイバレーザーを開発した。 

図 1(a)に作成したレーザーシステムの構成を示す。2台の NALMモード同期 Erファイバ共

振器から成り、各々の繰り返し周波数 frepは、103.55 MHz、103.65 MHz、中心波長はおよそ 1570 

nmであり、2台ともフリーラン状態で動作している。全偏波保持ファイバ共振器のため環境外

乱に対し堅牢である。さらに、NALMモード同期機構の採用とゼロ分散共振器の実現により低

雑音化を目指した。また、ゲインファイバを同一のファイバリールへ巻き付けるとともに、ファ

イバパーツおよび空間部の近接を行うことで、機械的共有による相対安定性の向上を目指した。

図 1(b)、(c)に、2台の光コムの frep、およびそれより計算した Δfrepについて 1000秒間の時間変化

を示すが、両者の frepは追従しており、差を取ることで標準偏差が 1桁程度小さくなっているこ

とが分かる。以上より、高繰り返し 100 MHz全偏波保持デュアルコムファイバレーザーにおい

て、機械的共有効果による受動安定化効果が示された。 
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図 1(a) デュアルコムレーザーの構成図, (b) frepの 1000 秒における変動, (c) Δfrepの 1000 秒における変動 
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